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1．目  的   

この研究は、屋外木材の長期的な美観の保護  

を想定し、地域産材である日用スギを対象とし  

て、必要不可欠な表面処理のシステム（メンテ   

ナンスまで考えた処王甲剤の選定及び処理ム法）  

の確立を目的とするものである。昨年度は軍1  

段階として、市販されている主要の屋外木部用  

塗料の実用度を知るために、屋外暴露試験を実  

施して多数の見知を得た（第1報・屋外木部用   

塗料の耐久性についてで報告した）。   

さらに本年度は帯2段階として、屋外木部用  

塗料の表面処理効力の補助効果を狙って、前・  

後処理に、木材保存剤及び撥水剤を攣り塵ねて  

処理した場合の有効性を検討するために、教権  

の主要市販処理剤を試験片（スギ板材）に表面  

処理したものを、促進耐候性試験に供し耐久件  

を検討した。  

2．2 供試剤   

・屋外木部用塗料  

＊7ルキッド系（人材保護着色塗料・チク色）  

＊フッ素系（超耐候性塗料・クリヤー）  

＊アクリル・シリコーン系・（高耐候性塗料・  

クリヤー）   

・木材保存剤   

＊CCA2弓▲・水性系（加圧汗入・グリーン）  

＊AAC・水性系（加圧注入・クリヤー）  

＊キシラザンK・水性系（クリヤー）   

＊IFlO O O・水性系（クリヤー）  

＊IFlOOO＋クロルビリホス・油性系（クリヤ）   

＊ホキシム＋S421＋サンプラス・油性系（クリヤー）   

＊キシラモンEX・油性系（クリヤ1）   

・撥水剤   

＊シリコーン系（クリヤー）  

＊アクリル系（クリヤー）  

＊脂環族系（クリヤー）   

＊フッ素系（クリヤー）   

2，3 一式験H’の作成   

試験に供する試験片は供試材に各供試剤を、  

葬1のとおり処理した。  

＊木材保存剤、撥水剤は、伏試材に十分吸い込   

むように刷毛塗り仝而塗布した。屋外木部用塗  

料は、乾燥時問を24時間とり2何刷毛塗り全面  

塗布した。（CCA、AACは加圧注入）  

2．試験方法   

2．1 供試材：スギ  

・柾目板材（洲×150×10m；含水率15－16％）  
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表－1  

試験片Nn   処  理   基 準 処 理   後 処 押   
ヽ   塗・7ルキッド   ×   

2   保・CCA2号  ★   
3   保・キシラザンK  十   
4   保・IFlOOO  十   
5   保・IFlOOO＋クロルピリホス  十   
6   保・ホキンム＋S421＋サンプラス  ＋   

7  保・キシラモンEX  ヽ  
8  撥・アクリル  、く   

9   撥・脂環族  X   

10   拶・シリコーン  十   
×  榛・シリコーン   

12   X  橙・フッ素   

13   保・CCA2号   

14   保・CCA2号  撥・シリコーン   
15   保・キシラサンK  撥・フッ素   

16   保・lFlOOO＋クロルピリホス  

17   保・ホキシム十S421十サンプラス  

18   保・キシラモンEX  

19   保・キシラモンEX  撥・シリコーン   
20   十   韓・フッ素   十   
21   保・キシラモンEX  ヽ   
22   十  撥・フッ素   
23   X   塗・7クリルシリコーン   X   

24   保・AAC  ×   

25   保・モシラモンEX  ★   
26   ★  榛・フッ素   

2．4 促進耐候仲ぷ腰  

・二l二芸連合部会、塗装技術分科会（昭和62年）   

「促進耐罰丈性試験方法」に準拠した。  

・試験時間；200時間  

・試験機；スガ試験働囲 サンシャインウェザ   

ーメーターWE－SUN－HCA－1型（サ  

ンシャインカボンアーク灯方式）  

2＿5 測定・評価項目  

・色若；JIS－Z－8730に基づきL＊a＊b＊   

表色糸lこよる色差式から』E＊、』Lキ、』C＊   

及び』Ⅰ半 を求めた。  

・光沢残存率；JIS－Z－8741に基づき00度鏡   

面光沢度GSを測定し、次式から光沢残存＊を求め  

暴露後のGS（608）の値  
光沢残存率e初＝  

暴言前のGS（600）の値  

〔測定織；スガ試験機㈱ 自動式測色色美計   

AU－CH－1型（450【0方式）〕  

・表面状態；目視によりプランク（無負荷の試  

験片）との比較観察を行い劣化程度を評価し   

た。比較基準は次の4段階評価とする。  

A；ほとんど異常なし。（割れ、はがれ、ふ  

くれ、白亜化、変退色等）  

B；わずかに異常が認められる。  

C；異常が認められる。  

D；激しい異常が認められる。  

た。  －18－   



3．結果および考案   

測定結果は表12のとおりである。  

○アルキッド系着色準料を基準処理として、人  

材保存剤や撥水剤を前後に処理したものと比較  

した。  

・色差については、パラツキはあるものの明度   

差∠L＊ほアカルイ方向へ、彩度差∠C＊ほマイ   

ナス方向へ、色相差∠ⅠヂはYR→Y方向へ移   

っている。光沢残存＊については、40％程度   

まで低卜しているものまでありパラバラだが   

実際の光沢度GS（000）ほ最人値10から巌小   

値3の間で推移しているので実感はない。表   

面状態については、変退色のみがわずかな異   

常として認められた。  

・塗装の前のl筋力ビや後の防腐の感化を目的に、   

木材保存剤を前処理したものと比較すると、   

色差』E＊については水件が小さく九t購郁溝「   

人きい。光沢妓存ヰそも比較的水性か良好であ   

る。油性の中には後に準在した準料の確化を   

遅らせたものもあった。  

・色差については』L＊、。水二＊のバラツキはある   

ものの∠tヂは人きくY方向へ移り黄変したこ   

とを意味している。光沢残存率ほ良好である。   

表面状態については、変退色のみがわずかな   

異常として認められた。  

・基準のフッ素塗料の』E＊は非常に小さいが、   

前処理に油性保存剤、後処理に撥水剤を処理   

したものは大きい、同様にアクリルシリコー   

ン塗料の場合も言える。  

0今回の試験は暴露時間を200時間（屋外暴露  

時間のl隼相当）実施したが、劣化については  

わずかに変退色が認められた程度で、評価が難  

しかった。今後更に巌歳時問を増やし追跡試験  

を実施すると共に、屋外暴遠試験との比較が必  

要である。  

4．ま と め  

目的とした木材保存剤及び撥水剤を塗り重ね  

た処押効果ほ、他の試験力′法による検討も必要  

であるが、今回試みた促進暴露試験では次のこ  

・木材の吸水l妨l卜、撥水強化をR的に、撥水剤   

を前・後処理したものと比較すると、色差   

∠E＊及び光沢残〟率は前処班はり後処理が良   

好である。シリコン系は準膜硬化を遅らせ  

た。  

・前処理に木材保〟剤を後処押に撥水剤を処理   

したものについては、水性保存剤とフッ素撥   

水剤の組合せが色美及び光沢残存率とも比較   

的良好である。  

・CCA処理したものは木材との反応こにより濃   

緑色を呈し、その上に着色欒料を塗布しても   

緑色が強く残り丞快な色を呈したので、美観   

の観点から使用に問題がある。  

○クリヤー塗料を基準処理として、木材保存剤  

や撥水剤を前後に処理したものと比較した。  
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とがいえる。  

・木材保〟剤は欒膜に影響があり、力tl性より水   

性使用が好ましい。  

・擁水割は準膜前より後処理に使用した力が良   

く、フッ素系が良好。  

・クリヤータイプの塗装には木材保存剤の前処   

理は好ましくない。   



義一2  

測定項目   色  差  光沢残存率   表面状態   
巌露時間   100H  200H  200Ii   200H   

試験片仙   」E⇒⊂   」「●   ．」L二■   』C＊   」H◆   GS（600）％   評   価   
7．9   9．6   1．4   －9．3   l．6   61．4   B   

2   5．4   9．5   8．5   －7．9   2，0   50，7   B   

3   4．4   7．4   4．8   －4．4   3＿ 5   82．4   B   

4   5．2   8▼1   3．0   17．2   2＿ 0   90．4   B   

5   5．2   7．5   3．4   －6．5   1，2   100．0   B   

6   8．3   】1＿ 3   1，5   －10．9   1．3   65．1   B   

7   6．7   10．0   2．9   －9．5   0．8   60．0   B   

8   8，7   9．5   2．6   －8．7   1．0   52．2   B   

9   8．0   
11．6   2．2   －11．3   1．2   44．3   B   

10   7，8   11．4   2．5   11．1   0．8   44．9   B   

6．3   10．0   2．1   －9．7   0．7   70．1   B   

12   6．2   9．2   2．5   －8．7   1．3   73．8   B   

13   5．0   9．3   5．7   －5．2   4．9   106．0   B   

14   4．8   8．9   5．9   －6．7   0，6   90．0   B   

15   5．9   8．9   2＿ 9   －8．2   1．9   70．5   B   

16   6．1   9．2   4．8   －7．7   1，5   80．5   B   

17   6．0   11，6   3．5   －9．6   3＿ 2   45．5   B   

18   8．0   12．6   1．8   －12．5   0．2   41．4   B   

19   6．7   11．6   4．0   －10．7   1．2   37，3   B   

20   3．2   3．7   －0．9   ，2．6   2．5   80．9   B   

21   7．5  8．1   －5．8   2，3   4．9   77．8   B   

22  5．5  7．8   2．3   －4．8   5．6   93．2   B   

23   3．8   6．0   0．8   1．9   5．0   77．7   B   

24   4．2   5．9   2．5   0．6   5．4   79．1   B   

25   8．6   9．8   －7．9   －5．2   2．2   71．2   B   

26   3．5   5．1   1．0   2．7   4．1   115．7   B   
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